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＜２３９号＞ 
２００７年１１月１８日 

 
「ディアスポラによる世界宣教」 

（ヘブル １１：８～１６） 
武 田 恒 義 

 今週はサンクスギヴィングの週です。その由来につ

いては説明の必要がないほどよく知られています。私

たちもこの日をあの清教徒（1620 年にアメリカに移住

してきたPilgrim Fathers と呼ばれる人々）たちと同

様に、収穫を神に感謝し、お世話になった人々に心か

ら感謝し喜びを分かち合う機会としたいものです。 
 実はヘブル１１：１３に見られる「寄留者」はKing 
James 版聖書には「ピルグリム」と記されています。 
信仰の故に母国を離れて渡ってきたピルグリム即ち寄

留者たちと、パレスチナ以外の地に離散しているユダ

ヤ人たち、即ちディアスポラと呼ばれる人達が重なっ

て見えて来るのが不思議です。何時の時代でも新しい

共同体、国、世界はディアスポラによって始まり、形

成されて行くのではないかと思われます。 
 さて、ディアスポラの元祖はアブラハムです（創世

記 12:1~4, ヘブル 11:8~16）。彼は同じ約束を相続

するイサク、ヤコブと共に天幕生活をしました。ヤコ

ブ（イスラエル）の１２人の子供の中の１人であるヨ

セフは、兄弟達により奴隷としてエジプトに売り飛ば

されるという不幸な状態で、ディアスポラとなりまし

た。しかし、ヨセフは後でイスラエルの民を救うこと

となります。また 3００年後には、やはりディアスポ

ラとなってエジプトの王宮で育てられたモーセによっ

て、イスラエルが奴隷の地エジプトから救われること

になります。後にエリメレクとナオミ夫婦が飢饉のた

めに二人の息子を連れてモアブの地に行きディアスポ

ラとなり、そこで更なる不幸に見舞われ、エリメレク

と二人の息子が死んでナオミが残されます。残された

ナオミは嫁のルツと共にベツレヘムに戻ります。そこ

でルツはボアズと結婚しダビデ王の曾祖母となり、あ

らゆる国民、民族の救い主イエス・キリストの系図の

中に組み込まれることになったのです。 
 新約聖書にはディアスポラという言葉が出てくるだ

けでなく（ヨハネ ７：３５、ヤコブ１：１、Ⅰペテ

ロ １：１）ディアスポラによって各地に伝道が拡が

って行った事実を見ることができます。パウロ、バル

ナバ、マルコ、ステパノ、ピリポたちはヘレニズムの

世界に散らされていたディアスポラです。その人々は

ヘブル語やアラム語でなく、ギリシャ語を使用してい

たので、彼らのために、エジプトのアレキサンドリア

でＢＣ３世紀中頃にギリシャ語訳旧約聖書を作りまし

た。このように、人も聖書も状況も大きな御手によっ

て導かれ、全てが世界宣教のために備えられて行った

のです。 
ディアスポラは、ただ単に宗教的理由から散らされ

たり、自ら離散したというのではなく、経済的理由、

社会的理由からも離散したようです。今日、世界は色々

な理由から外国に離散しているディアスポラで満ちて

います。神の救いの歴史で証明されてきたように、神

は今後もディアスポラによって、世界宣教を成し遂げ

ようとしておられると信じます。「私たちの国籍は天

にある」のですから、この地上では旅人であり寄留者、

すなわちディアスポラなのです。クリスチャンはどこ

の国で生まれ育ち、どの国で生活しても世界宣教のた

め、神の国からこの地に散らされている者なのです。

私たちはそのような神の国の視点で、在外日本人伝道

と在留外国人伝道の両方を考えなければならない時代

に生かされているのです。これがディアスポラによる

世界宣教ということです。私たちは、神の国から送り

出されたディアスポラです。そしてまた神の国を目指

して帰る旅人、ピルグリムであることを覚えて感謝し

ましょう。（ルカ １０：２０） 





 

 

われみに富み給う父なる神様に寄りすがり、残る人生

を生きたく思います。私の愛する御言葉は、ヤコブの

手紙４章８節「神に近づきなさい。そうすれば、神は

あなたに近づいて下さるであろう。」箴言 8 章１７節 
「私は、わたしを愛する者を愛する、わたしをせつに

求める者は、わたしに出会う。」 
 

 

 

＜ブルーリボンの祈り＞ 

 
                              川 田 み よ 子 

 

 もし自分の子供、兄弟姉妹、親といった肉親が突然行

方不明となり消息がわからないまま何年も過ぎていっ

たとしたら・・・そして、それから２０年も経過して

北朝鮮に拉致されていることが判明したとしたら・・・

考えただけで恐ろしくなります。 

 その現実の只中におられる横田早紀江さんは、「こ

の事件」が起こったことによってキリストに出会われ、

クリスチャンとなられました。「この事件」は1977

年11月15日新潟で起こりました。当時13歳だった 

横田さんの長女めぐみさんが学校からの帰宅途中に行

方不明となり、その後消息がわからないまま20年もた

った1997年に北朝鮮に拉致されていたことが判明し

たのです。2002年９月には北朝鮮が公に拉致を認め 

５人の被害者が日本に帰ってこられました。しかし、

未だにめぐみさんの消息はわかりません。 

 

 めぐみさんや拉致被害者全員の救出を願って、「ブ

ルーリボンの祈り会」が東京のいのちのことば社チャ

ペルにおいて行われています。毎月60名前後のキリス

ト者が集まって熱心な祈りがささげられています。祈

りの輪は広がっており現在日本国内で２０ヶ所、海外

で10ヶ所において祈り会が持たれています。 

 

 アトランタではいのちのことば社の多胡会長から

「ブルーリボンの祈り会」のお話を伺ったことがきっ

かけとなり、私の家庭で祈り会を始めました。 

海外在住であっても日本の拉致問題に関心をもってく

ださる方が増えてほしいと願い続けておりましたとこ

ろ、この度教会の祈祷会として「ブルーリボンの祈り

会」を月一回持っていただけることになりました。 

願いをかなえてくださった神様に心から感謝していま

す。11月１日に早速第一回目の祈り会を持ちました。

日本での祈り会のテープを毎月送っていただいており

ますので、その中から横田早紀江さんがお話される近

況と西岡力先生（東京基督教大学教授、拉致問題に精

通されている）から現在の状況をお聴きしました。そ

して、 

10月25日に日本で行われた拡大祈祷会での具体的な

祈りの課題について心を合わせて祈らせていただきま

した。 

 「私は、いつの日かめぐみが帰ってきた時に、母は

こういう中にあって、このようにすばらしい神様の御

手によって守られてきたということ、多くの方々に 

祈られていたことを伝えたいと、この記録を残すこと

にしました。」と、早紀江さんは「ブルーリボンの祈

り」の本の中でこのように記しておられます。信仰へ

と導かれたお証しにも心を打たれ、胸が熱くなりまし

た。まだお読みになっておられない方には是非読んで

いただきたいとお薦めいたします。拉致問題に関心を

持たれた方、祈り会のテープをお聴きになりたい方、

また、ご質問などがありましたら私までご遠慮なくお

申し出ください。拉致問題が解決する日まですべてを

神様におゆだねして、希望を持って祈り続けていきた

いと願っています。 

 

 「アトランタブルーリボンの祈り会」連絡先    

    川田 みよ子   電話番号 770-321-0738 

 
 
 
 

 



 

 

＊「起きて食べなさい。旅はまだ遠いのだから。」 
（I 列王記 １９：７）＜燃え尽きたエリヤには身

体の休息と霊的チャレンジが必要でした。牧会者に

霊的チャレンジと身体の休息を提供するセミナーで

す。＞と頂いたファイルの表紙に記されてありまし

た。一日３回の講義と２回の分科会があり、結構詰

め込んだスケジュールでしたが、合間にパイプオル

ガンの演奏（参加者の中にパイプオルガン奏者がお

二人もおられた）を聞く時間なども設けて下さり、

李先生の御配慮を感じることが出来ました。 
 
＊３人の講師が交代で行った講演は、それぞれ教えら

れるところがありました。小川先生は「教会形成と

世界宣教」という大きなテーマを取り上げられまし

たが、最初の講演の第一ポイントを＜家庭生活の刷

新＞という、一見テーマとは無関係のような感じの

するところから導入されたことに非常に興味を覚え

ました。聖書には神の家族の宣教の展開が見られる

こと、家族とは神の宣教細胞であり、世界の神支配

の印であるということを深く覚えさせられたことで

す。続いてアジアの危機とチャレンジの中での日本

の教会形成。そして教会形成と世界宣教について学

ぶことが出来ました。 
 
＊小川先生御夫妻が宣教地インドネシア中部のジャワ

で経験された恐ろしい出来事について伺いました。

暴動が起きて暴徒に取り囲まれ、まさに生きるか死

ぬかの瀬戸際に立たされ、子供さんたちを抱きかか

えて必死の祈りを捧げられたというお証しでした。

「私たちの伝道なんて、なまっちょろいね」と主人

と語り合ったことです。 
 
＊ 趙先生の講演を通して神の主権、神の御心（摂理）

に従う姿勢について再確認の必要を覚えさせられ

ました。伝道をする者として、人間主義思想（自

己中心）に陥らないように注意すること、また神

との個人的な交わりの必要、即ち祈りとデボーシ

ョンについて特に強調なさいました。御自分の教

会で行っておられる弟子訓練、スモール・グルー 
  プ、デボーションなどによる信徒教育を、どのよ 
  うに行っておられるかの具体的なお話しがあり、 
  大変参考になりました。 
 
＊趙先生夫妻もまた愛の宣教者です。１０数年前に日

本人伝道に召され、日本語もおぼつかないまま来日

されたそうです。今は日本人も顔負けする程、流暢

な日本語を話され、日本人にも出来ない程の大きな

働きをしておられます。また韓国の先生としては初

めて同盟教団の理事になられました。川崎において

開拓された教会は 160 人ほどの教会に成長し、徹底

した信徒教育を行っておられます。現在は川崎駅前

に多目的ミニストリーに用いる新会堂を建築中です。 
  
＊主人は＜海外における日本人伝道＞をテーマに、も

う皆さんは何度も聞いている＜デイアスポラ＞につ

いて話しました。ディアスポラ日本人だけではなく

世界の国々にいるディアスポラ○○○人への、その

国の人の言葉による伝道の大切さを語ったと思いま

す。 
＊木曜日は一日リラックスの“Fun Day”でした。朝

から特大レストランのバッフェで食べたり、アーミ

ッシュの居住地を通り、学校の子供達の姿を垣間見

たり、＜天地創造＞のミュージカルを観賞したり、

夜はチャイニーズのバッフェで食べたりと十分に楽

しませて頂きました。 
 
＊今回のセミナーに参加して最も感謝したこと、最も

感銘を受けたこと、最も不思議に思ったことは、韓

国の方々の日本人の救いに対する熱意と、日本人の

魂に対する愛の心です。このセミナーのために、こ

んなにまで労して下さった李先生をはじめ、近隣の

韓国の教会のご好意（韓国料理を出して下さったり、

運搬のために教会のヴァンを出して下さったり）に

感謝の言葉もありません。かってひどい仕打ちを受



 

 

けた日本に、伝道のために今韓国からの奉仕者がた

くさん行っておられる事実に驚かされます。いや日

本だけではなく、ヨーロッパにおいても韓国の教会

が日本人伝道に重荷をもって働いていて下さるとの

ことです。実際ミラノの教会が出来たのも、そのよ

うな働きに負うところが多いと伺っています。先日

来られた福迫先生が牧会しておられる Vancouver
の教会も近くの韓国人教会が日本人伝道に協力して

下さっているとのことです。韓国人クリスチャンは、

いわば“恨みと憎しみを越えた愛”を表して下さっ

ているのです。私達は感謝の思いをもっと強くしな

ければならないと思わせられました。 
 

＊各地からの同労者とお会いし、話し合い、祈り合い、

共通の悩みや問題や重荷、そして喜びや祈りの課題

を分かち合うことが出来て感謝でした。私達は決し

て孤軍奮闘しているのではないと感じることができ

ました。 

 

＊李先生、そして秀江夫人、そしてブリンマー日本語 

 教会のご婦人の方々、神学生の方、朝早くから夜遅 

 くまでの御奉仕を心から感謝致します。３度３度の 

 お食事、とてもおいしかったです。アメリカ人教会 

 の方々もホームステイを引きうけて下さったとのこ 

 と。皆様に神様の豊かなお報いがありますように。 

 

 

 

       
 
 
 

＜アトランタに里帰りして＞ 

       バンクーバー日系人福音教会 
牧師  福 迫 徹 也 

 
「というのは、すべてのことが、神から発し、神によ

って成り、神に至るからです。どうか、この神に、栄

光がとこしえにありますように。アーメン」 
 
主の御名をほめたたえます。新婚旅行以来１１年振

り、そして２年数ヶ月の滞在以来 14 年振りの今回の

アトランタ訪問は、私にとってのスピリチュアル・ジ

ャーニーとなりました。私の外見は変わりましたが、

武田先生御夫妻の変わらないお姿とエネルギッシュさ

も主に感謝します。更に素晴らしい新会堂を見ること

が出来、これはまさに主の奇跡の御業の３０年間に及

ぶ積み重ねがあったことを感じ、主の大いなる御業を

ほめたたえます。今回の訪問で最も恵まれたのは、や

はり礼拝でした。最初の賛美の時に急に昔の数々のこ

とを思い出し、涙が止まらなくなってしまいました。

感謝が溢れ出てきたのです。説教ができなくなるので

はないかと心配になる程泣き続けていました。これは

いけないと思い祈ったら涙の源がスーットかれて全く

泣くことなく説教をし終えることが出来ました。神様

っているんですね。御教会で礼拝するのも「これが最

後」と思ってメッセージを語りました。しかし、主の

みこころなら、又おうかがいすることになるでしょう。 
 

＜３００人教会を目指して＞ 

  
今年２月に行われた私の属するバンクーバー日系人

福音教会の教会総会では、教会の将来のビジョンの一

つとして「３００人教会への成長」ということが話し

合われました。私はこれまで牧師になってから、教会

が礼拝出席者や受洗者の数を強調するのは、教会形成

が間違った方向へ向かう危険性があると思い、数につ



 

 

いては意識的に触れないようにしていました。（Ⅱサ

ムエル ２４：１～７ ダビデ王が行った人口調査の

罪）そして「数が増えれば増えたで良し。しかし、増

えなくても、それはそれで主のご計画の中でよし。」と

そんな思いで伝道、牧かいに携わってきました。しか

し同時に教会形成に関わり、教会について学んでいく

中で数の大切さを教えられ、「やっぱり数も大事であ

る。」という思いに変わってきました。 
 神様が人間に語られた最初の命令は「生めよ。ふえ

よ。」（創世記 １：２８）でした。そして、洪水によ

って全ての生き物を滅ぼされた後、ノアと彼の息子た

ちに言われた最初の言葉も「生めよ。ふえよ。」（創世

記 ９：１）でした。これらの言葉のNIV の訳は 
“Be fruitful and increase in number”となっています。 
つまり、神様は神を信じ、神に従い、神のみこころを

行う人々の数がこの地上に増え広がることを命令して

おられるのです。これは人間の堕落後も変わることが

ありませんでした。 
  
このことを新約聖書の視点で見るならば、「あなた

がたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。」

（マタイ ２８：１９）「全世界に出て行き、すべての

造られた者に、福音を宣べ伝えなさい。」（マルコ 
１６；１５）という主イエス・キリストの大宣教命令

になるでしょう。主イエスは「すべての人をクリスチ

ャンにしなさい」とは言われずに「全ての人に福音を

伝えなさい。そして、主をしんじて救われた人をキリ

ストの弟子としなさい。」と言われたのです。 
 主イエスが命を捨ててまで私たちを救い、キリスト

のからだである教会をこの地上に建て上げさせたもっ

とも大きな理由は、福音宣教にあるはずです。という

ことは、これは教会がどこにあってもいつの時代でも

意識していなければならない主からの最も大切な命令

であるはずです。例えば、バンクーバーには日本人の

数が 3 万~3 万 5 千人はいると言われていますが、こ

の大宣教命令を実行していくためには、数百人のクリ

スチャンではとても達成できません。少なくとも、５

千人から１万人のクリスチャン（人口の２０％~３
０％）が必要になります。そのためにも、現在の私た

ちの教会の礼拝出席者は９０～１００人ですが、これ

を１０年以内には「まず日本人人口の 1％である 300
人を目指そう」と話し合ったわけです。 
 １年間に２０名ずつ増えれば達成できる数字ですが、

ここ２年間毎年１０名以上の受洗者が起こされ、多く

の転入者が与えられているときに、主にあって達成さ

れる数であると祈っています。 
 
 今回１１年振りにアトランタを訪問する事が出来て、

私自身多くの恵みを受けたことを神様と武田先生ご夫

妻、教会の兄弟姉妹に心より感謝しています。今回の

訪問は私にとって素晴らしいスピリチュアル・ジャー

ニーになりました。主が御教会を３０年の間、導いて

くださり、この間に多くの日本人が福音を聞き、信じ

受け入れて救われ、キリストのからだなる教会につな

がりました。新会堂と熱心に主を礼拝する方々と交わ

り、３０年の教会の歴史の中で自分もここで救われ、

成長させていただいた恵みを思い起こしました。そし

て、御教会が更に人数的に祝福され、バンクーバーと

同じくやがて３００人教会（アトランタの日本人人口

の５％へと成長する教会であると感じました。海外日

本人教会の使命として、日本にクリスチャンや求道者

を送り返すという大切な働きがあります。アトランタ

は特にその使命が強く、私が教会生活をしていた１５

年前の時から現在までに８０～９０％の方々が帰国し

ています。それにもかかわらず、６０名から７０名の

熱心で忠実な聖徒が集められ、牧師夫妻に協力し献身

的な奉仕がなされていること、主が２００名収容の新

会堂、１００台駐車出来る土地を与えておられること

を考えるときに、主が必ずこの教会を３００人教会に

建て上げられると信じ祈ります。 
 

 

 

      



 

 

「イエス・キリスト・・ 

ヨハネ福音書による」(1) 

      

                 山 崎 順 治 

 牧師職を退いても、主に仕える道を歩むという志を

定年制が採択されても抱きつづけてきました。７５才

で帰国しましたが、思いがけない動脈瘤手術のため直

ちにその志を果たすことはできませんでしたが、この

小枝に続けて書かせていただき、私自身が聖書を学ぶ

生活がつづけられたので、武田先生と皆様にとても感

謝しています。 

 ペテロの生涯の次はパウロにしようかと考えいまし

た頃に、カルビン神学校での留学をおえ帰国した芦田

高之牧師が昨春、千葉県の新浦安伝道所に就任され信

徒の方々と開拓伝道に従事しているので、お手伝いが

できればと考え、定期的な集会奉仕を願い出て役員会

の承認を得、月１回、聖書講座「キリストの生涯」を

０６年１２月以来、始めました。 

 その講座では４福音書から主イエスの誕生から順を

追って講義しています。その講義を「小枝」に連載す

ると「ペテロの生涯」ノートどころではなくなり、元

気な間に終わるかどうか判りません。計画をもって事

を始めるのですから、ヨハネ福音書にしぼってイエ

ス・キリストを語ろうと決めました。 

*  *  *  *  *  * 

 私がそう考えたのは、ヨハネ福音書が伝道的な書だ

という点です。この福音書の第１章の冒頭部分は難し

いと言われたりしますが、ヨハネ自身は、「あなたがた

が、イエスは神の子メシアであると信じるためであり、

また信じてイエスの名により命を受けるためである」

と執筆意図を明かしています(20:31)。イエスを信じる

ために十分なことを書いた。それは永遠の命を受ける

には、イエスをメシアと信じるほかに道はないからで

す。ヨハネは、主イエスの奇跡を選択して書いていま

す。主の教えのすべて、奇跡のすべてを書こうとした

のではありません(21:24,25)。神の遣わされたメシア、

それはナザレのイエスです、と信じるのに十分なだけ

のことを書いたという、ヨハネの言葉から私は伝道的

だと理解しています。 

 それに、主イエスの公生涯が足かけ３年、AD28年初

め頃から30年4月までと、今日受け入れられて語られ

る資料はヨハネ福音書です。またユダヤ祭儀・暦に言

及するのは、この福音書の特徴です。後述しますが、

旧約聖書とイエスの来臨について、単にメシア預言の

引証と成就という観点だけでなく、神の啓示によるモ

ーセにはじまる旧約宗教（ユダヤ教とは別）に基づい

て、イエスがキリストであると語ることが神の福音だ

からです。 

 いま一つ、ヨハネが奇跡の記事を記すのは、その御

業が印であって、それはイエスご自身が誰であり何者

であるかを確証する出来事として選択されています。 

 また、共観福音書のように側近の使徒たち中心に登

場させるのではなく、他の使徒たちも登場することも

見逃せない、この福音書の特徴です。そのことは、登

場する使徒の薫陶訓育を通して、主がご自身を明らか

にされるので見逃せないのです。では、ヨハネのキリ

スト証言に注目することにしましょう。 

*  *  *  *  *  * 

 新共同訳聖書の最初の聖句・創世記１：１は、「初め

に、神は天地を創造された。」という有名な言葉です。

天地も我々もまだ存在しなかったときも、神は存在し

ておられました。その神は、私たちを創造し、神のみ

が存在された永遠を想うように導かれました。 

 弟子ヨハネは、そんな想いから「初めからあったも

の」で、「わたしたちが聞いたもの、目で見たもの、よ

く見て、手で触れたもの」を伝えようとして、「御父と

共にあったが、わたしたちに現れたこの永遠の命を、

わたしたちは見て、あなたがたに証しし伝えるのです」

と第１の手紙の冒頭に書いていますが（Ⅰヨハネ 1:1



 

 

～3）、その文言は、彼の手紙に限って記したものでは

なく、ヨハネの福音宣教のすべてを貫いていた聖なる

情熱だったと、彼の福音書の冒頭の表現を眼にしたと

きも、心に響いてきます。 

 使徒ヨハネは、自らの名を伏せて「(主の)愛する弟

子」「イエスの愛しておられた弟子」と表現しましたが、

これを今まで私は謙遜といいますか、どちらかと言う

と、消極的・否定的な捉え方に傾きがちでしたが、む

しろ主キリストご自身のわたしに対する愛を言い表し

たいという強い思いだったと受け止めたい気持ちに変

化しました。それは福音書、書簡、黙示録、彼が書い

た文書すべてから伝わってくるものです。 

*  *  *  *  *  * 

 ヨハネ福音書の冒頭の３節は、神の御子は神と共に

おられた神です。御子を言と表現したのは、神を私た

ちに現されるからです。天地創造は、御父・御子・御

霊の三位一体の神の御業です。 

 パウロが、「天地創造の前に、神はわたしたちを愛し

て、御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、

キリストにおいてお選びになりました。イエス・キリ

ストによって神の子にしようと、御心のままに前もっ

てお定めになったのです」（エフェソ 1:4～5）と書き

ましたが、ヨハネは、その計画を受けて、創造の御業

と共に、罪に堕ちて霊的に死んだ暗闇の世から、神が

選ばれた民のキリストによる救いを示すために、＜命

＞と＜光＞という表現を、主ご自身の教えから採りま

した。「世は命であるキリストを認めず民は受け入れ

なかった」のです（ヨハネ1:9～12)。 

 「言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わ

たしたちはその栄光を見た。それは父の独り子として

の栄光であって、恵みと真理とに満ちていた。」（1:14） 

＜肉＞という用語は、食肉の意味もあるが、新約聖書

ではⅠコリント８章と黙示録19:17～21くらいしかあ

りません。それを別にすると、まず、「霊と肉」、すな

わち「新しい命に生きる人」と「生まれながらの人」

の対比の後者の意味で＜肉＞と言われます。注意すべ

きことは、私たち信徒の内には死ぬまで腐敗と汚れは

が残るので、その肉に対する霊的な戦いがつづくこと

を忘れてはなりません。 

 別の意味は、死んでいる「石の心」に対して、神の

言葉に従って生きる命のある「肉の心」を神が与えて

くださるという、御言葉をエゼキエルは預言していま

す(36:26～27）。 

 さらに、神の御子が、人となられたことを「肉をと

られた」と表現されています。ここから受肉というこ

とばも生じました。それが1:14の「言は肉となった」

の意味です。 

 そうです、言であり創造主である御子が、人となら

れて、私たちの間に共に住まわれたのです。すでに、

いつかの説教で、あるいは待降節か降誕節の説教でお

聞きになっていると思います。「宿られた」とは＜天幕

(幕屋)を張る(建てる)＞という語ですが、主の幕屋は

行進する時の順番は真ん中であり、宿営する時はイス

ラエルの民すべての中央を占めていました。まさに彼

らの唯中に主は臨在しておられることを表しおり、イ

ンマヌエルのしるしにほかなりません。ここでそれが

指し示していた真理、本もののメシアが来臨された事

実を、使徒ヨハネは告げているのです。 

 神様がモーセを通して出エジプトのイスラエルに示

された旧約時代の宗教とキリストの来臨とをヨハネは

次のように言います。「わたしたちは皆、この方の満ち

あふれる豊かさの中から、恵みの上に、更に恵みを受

けた。律法はモーセを通して与えられたが、恵みと真

理はイエス・キリストを通して現れたからである。」

(1:16,17) 

＜律法＞という用語が指しているのは、狭い戒めのこ

とではなく、イスラエルの礼拝と生活のための神の基

準、言い換えると旧約宗教のことです。神礼拝に関す

る祭司職・礼拝者・犠牲奉献・神殿・祭日などの規定、

聖なる民の罪の赦しと汚れからの潔めの規定などは、

キリストによって成し遂げられる贖いの御業を指し示

し、その御業によって罪は赦され、神の和解によって

平和な交わりにいれられる大いなる恵みを保証してい

ました。「父のふところにいる独り子である神、この



 

 

方」すなわちイエス・キリストが「神を示されたので

す」(1:18)。このキリストをほかにして、神との平和

は私たちにありません。 

 「わたしたちの主、救い主イエス・キリストの恵み

と知識において、成長しなさい。このイエス・キリス

トに今も、また永遠に栄光がありますように、アーメ

ン」（Ⅱペトロ3:18）。 

 

 

    

香 港 便 り 

  

           石 井 砂 惠 子 

                   
 ウェストミンスター日本人教会の皆さん、こんにち

は。お元気ですか。香港に引っ越してきて、はや 2 回

目の秋 を迎えています。といっても、木々が紅葉する 
わけでもなく、気温もまだ、25 度くらいありますので、

“秋”という実感が全くありませんが・・・。主人以外

3 人は、元気に暮らしています。すっかりアジアンラ

イフにも慣れ、アメリカ生活とは全く違う質の生活も

楽しめています。疲れ気味の主人は相変わらず、出張

が多く、ほとんど海外にいます。（おそらく、この号が

発行される頃、アトランタを訪問中だと思います。う

らやましい～。） 
 私たちは、昨年 7 月に、遅れて主人は 10 月にこちら

に転 勤して来ました。1 年過ごして気がついたことは、

香港は、アメリカに比べて、又、日本に比べても、祝

祭日の日がものすごく多いということです。中国暦の

祭日に加えて、クリスマス、イースター、はたまた、

ブッタの誕生日とほぼ毎月何かのお休みがあります。

そのせいで、旅行をする人も非常に多いです。今年の

旧正月（2 月）の休みに旅行に出かけようと、昨年 11

月ごろ、旅行社に問い合わせたら、どこの国 への旅 行
も全く空きがないと電話を切られてしまいました。そ

のため、今年の旧正月は香港で過ごしました。香港の

人たちは旅行に出かけ、そのかわり、中国本土の人 が
香港に旅行に来ており、旧正月の数日間は、いつもの

香港と雰囲気が少し変わりました。2 月の旅行の為に

8 月に動き出さないとダメなのだそうです。そのため、

今年 は、もう来年の休みのために、8 月終わりに、マ

レーシアを予約しました。旅行代金も申し込んだ日に

全額引き落とされたのには驚きました。予約金を少し

入れて、旅行日の 1 ヶ月前までに払い込めばいいなん

ていう悠長なことはできないのです、ここ香港で

は・・・。ちょっと旅行するのも、早い者勝ちの競争

です。 
  2 月に旅行に行かなかったので、9 月の中秋節のお

休みを利用して旅行に行こうと家族の中で盛り上がり

ました。しかし、調べてみると、9 月の季節、アジア

の各地は雨季のところが多いのです。（実際、主人は 9
月に社員旅行でタイのプーケットに行ったにもかかわ

らず、連日雨、雨、雨で、ずーっとホテルの部屋にい

たそうです。しかし、彼にとっては恵みの雨で、疲労

回復のために寝まくれたと、神様に感謝していました

が。）旅行地選びに困っていたとき、茉莉と沙羅が 「台

湾、台湾、いきたいわ～ん」と歌いだしたので、即台

湾に決定。どちらかというと、ネガティブ思考の主人

の、「台湾行くの～？ボク、こないだも行って、 又今

度も行くねんけど～。それに台湾もこの時期台風くる

で～。」というコメントを完全に無視して（聖書には『夫

に従いなさい』という川田のおじちゃんの大好きなみ

ことばがあることを知りつつも）、台湾へ行ってきまし

た。感謝なことに晴天に恵まれ（翌週大型台風が台湾

を襲っていました）、久しぶりの 4 人での 旅行を楽し

むことが出来ました。 
  まず、香港に比べて、街が落ち着いていました。（最

近の香港はお金持ちになったメインランドチャイナの

資本がたくさん入り、ビジネスチャンスを求める人 が
以前よりもっともっと増えているのか、街全体がギラ



 

 

ギラしすぎているように思います。）18 年前に台湾に

行ったとき、なんて騒々しい街だろうと疲れを覚えま

したが、今回は雰囲気が変わっていて、何かしらホッ

とする街に感じられました。料理は勿論、中国料理全

てが揃っていました。私たちは、日ごろ香港でほとん

どの中国料理を食べることが出来るので、台湾独自の

台湾料理を楽しみました。ものすごく美味しかったで

す。海産物に恵まれているので、素材の持つ味を生か

した独特の料理が出来上がっているのです。しかも、

薄味で。又、茶芸館に何度も足を運びました。茶芸館

とは、中華菓子と台湾茶を楽しむ中華風喫茶店です。

中国茶にも御点前があり、それを習いながら色々なお

茶を飲むことが出来ます。お昼のランチメニューがこ

れまた美味しい。初めての体験でツボにはまりました。

念願の茶器 をこの旅行で手に入れたので、最近我が家

に来られるお客様には、コーヒーではなく、台湾茶を

楽しんで頂いています。 
  

故宮博物院も圧巻でした。世界四大博物館の一つと

いわれているだけのことはあります。よくあれだけの

数の至宝を、内戦時に北京から持ち出せたなあと驚き

ました。中国歴代皇帝たちの至宝がなんと、65 万点あ

るそうです。 
もう一つ、台湾での初めての体験が、台湾式シャンプ

ーでした。茉莉と二人で美容院へ行き、シャンプーを

お願いすると、座ったままでガシガシ洗い、頭皮マッ 
サージまでしてもらいました。座ったままなのに、シ

ャンプー液が滴り落ちてこない。何で？シャンプーの

最後に髪を上に引っ張ったら、東京タワーのように毛 
が立っちゃった。思わず、沙羅が記念写真を撮ってく

れました。45 分もかけてシャンプーしてもらいました。

髪の毛はサラサラ。汗をかいても、髪だけはさら さら。

次の日もサ～ラサラ。 
主人は入社以来おそらく、台湾へ 100 回近く出張して

いると思います。結婚を挟んで 2 年間駐在もしていま

した。ところが台北でこんなにゆっくり観光をしたの

は初めてだそうです。3 泊 4 日でしたが、主人のおか

げで（観光はしたことが無いが、台北市内の道をよく

知っている＋北京語が少し喋れる）、時間を有効に使え

て、楽しい旅となりました。アメリカにいたときは、

国立公園を巡って自然のすごさ、それを創られた神様

のすごさを体験していました。アジアに来たら、こち

ら独特の場所や文化があります。チャンスがあれば、

アジア各地を廻って見たいと思っています。 
茶芸館とシャンプーにはまった私は、もう 1 度台湾に

行って見たいと思っていますが、他の魅力的な場所に

も心引かれるのでいつになるでしょうか・・・。主人

は、旅行から帰った翌々日、再び台湾へ出張へ出かけ

ました。 

 

＊夏の異常気温が尾をひいて秋口になってもかなり気

温が高い日が続いたせいでしょうか。冷え込みがな

かったので紅葉の時期がぐ～～んと遅れました。今

頃（11 月半ば）になってやっと”秋を彩る“の歌の

ようになってきています。 
 
＊もう一つ Ga. は異常気象の影響を受けて水不足が

深刻になってきています。夏から雨らしい雨が降ら

ないのです。もうLake Lanier の水も底を尽きそう

だそうです。今は芝生に水を撒くことも、車を洗う

ことも禁止です。もしみつかったら 2,000 ドルの罰

金が科せられるとのこと。Ga. FL, AL の三つの州の

間では水源をめぐる争いが続いているということで

すが、本当に水が涸れてしまったら、どうなるので

しょう。先日のテレビでパーデユー知事が雨を降ら

せて下さいと祈る姿が放映されていましたが、あれ

は州議事堂の中でのことだったのでしょうか？公の



 

 

場での祈りが禁じられていると言ってもやっぱりこ

こは“バイブルベルト地帯”です。雨を乞う祈りに

は誰も文句を言えないのではないでしょうか。神様

どうぞ、あのエリヤの時のように大雨を降らせて下

さいと真剣に祈る必要を感じるこの頃です。 
「しばらくすると、空は濃い雲と風で暗くなり、やが

て激しい大雨となった。」（列王記 I １８：４５） 
 
＊山崎先生より間を置かずに「ペテロの生涯」ノート

に続き「イエス・キリスト・・・ヨハネ福音書によ

る」の原稿が送られてきました。さっそく今月号か

ら掲載を始めます。執筆の労をとって下さる先生に

心から感謝致します。これからしばらく、皆さんで

御一緒にイエス様から愛された使徒ヨハネと共にイ

エス様のお側近くを歩ませて頂きましょう 
 
＊「３０周年」で明けた 2007 年も早いものであと一

ヶ月で幕を下ろそうとしています。教会的にも個人

的にもたくさんの祝福を頂いた年となりました。 
 この感謝祭には多くの感謝の捧げ物を携えて御前に

出たいものです。次週（この小枝が発行される日） 
 の礼拝で美幸ハム姉とアミカちゃん、カイト君が洗

礼を受けます。契約信仰に立つ私達の教会では子供

の洗礼も行います。イエスさまは幼い子供を受け入

れて下さいました。子供が神の国から除外されるこ

とはありません。使徒の働きの１６章３３節に「彼

とその家の者全部がバプテスマを受けた」と記され

ていますが、「全部」の中には子供も含まれている筈

です。教会の子供達全てに祝福がありますよう

に！！ 
＊チキン駄目人間の石井俊平ちゃんが（香港の支社長

をつかまえて俊平ちゃんとは何ですか！）当教会を

去られた時、＜チキン解禁バンザーーイ＞と歓喜に

沸いたキッチンでした。それがこともあろうに、よ

りにもよって＜感謝祭特別チキンディナー・ドラム

スティック two for one person の日＞出張で来られ

るというではありませんか！冗談でしょう！！  

そこで、キッチンのスーパーバイザーとディレクタ

ーの度重なる重役会議が行われ、＜チキンコケッコ

ッコー決行結構＞採決となりました.。しかし、我ら

の愛する俊平ちゃんを悲しませるにはしのびないと、

そこはそこ、それなりの配慮がなされつつあります。

恐らく俊平ちゃんは感涙にむせぶことでしょう。 
折りしも留守を守る＜嫁さん＞の砂恵子さんからの

お便りが＜お便りコーナー＞に届いています。じっ

くりとお読み下さい。 
 
＊福迫先生お帰りなさい！！立派な牧師になられた先

生の力強いメッセージを伺いながら、１０数年前の

＜福迫兄＞を知る私たちは感慨無量でした。神様の

なされることは素晴らしいの一語に尽きます。福迫

先生を知る者は今は数少なくなりましたが、色々な

思い出話しに花を咲かせました。当時教会にいた３

人の大食漢の 1 人が福迫先生でした。でも今は、あ

まり召し上がらないそうです。というのも”糖尿病予

備軍“に属しているので、特に炭水化物は少なめに、

を心がけておられるとのこと。福迫先生ならずとも、

最近は予備軍、の方々が結構おられるようです。は

たまたすでに正規の軍に入隊してしまった方々もお

られます。どちらさまもどうぞ食生活には十分にお

気をつけになって下さい。（先生には真里夫人との

間に３男、１女がおありです。ご両親の伝道を助け

る素晴らしい子供さんたちです。）           
 
＊ しばらく途絶えていた人形劇が、寺内智子さんの

御指導のおかげで、今年のクリスマスにはみごと

に甦ります。文字通り＜細工は流々、仕上げを御

覧じろ＞です。みなさん、どうぞお楽しみに。演

出家、録音技術者、舞台装置施工家、、人形作り専

門家、人形使い、そして声優たち、いやはやズラ

リと並んだベテラン揃いです。あっと驚くこと間

違いありません。12 月 23 日夜上演の運びとなり

ます。入場無料です。どうぞ今からお知り合いの

方々、子供さんたちに声かけてお誘い下さい。      



 

 

（武 田 牧 実） 
＊最近、神様が自分では開けなかった扉を開いてくれ  

 ました。というか、たぶんずっと開いていたんだろ  

 うけど、自分からは入らなかった扉に、気づいたら 

 入っていました。そこに扉があったことは、前から 

 知っていたんだと思います。でも入ろうとしなかっ 

 たんですね。。そんな不信仰な私に、神様は不思議な 

 形で働いて下さり、気づいたら何だか、扉の中にい 

 ました。。抽象的な表現ですが、でも神様のなさるこ 

 とは、本当にすごい。時にかなって美しい。生意気 

 で、自分の力に頼ろうとする私をも、神様はやさし 

 く導いて下さり、いろんな経験を通していろんなこ 

 とを教えて下さる。神様の愛と哀れみに心を打たれ 

 ます。 

 

＊忙しい中にあって、神様を見上げ、御言葉に触れ、 

 祈り歩むことの難しさを思います。慌ただしく過ぎ  

 る毎日の中にあって、イエス様から目を離さずにい 

 ることは、本当難しいですね。絶えず祈ることの大 

 切さを思います。もう今年も残りあと１ヶ月。残 

 りの２００７年。主から与えられている時間を大切 

 に、喜んで過ごしたいです。  （村 林 友 子） 

 

＊今年最後の小枝となりました。あと約一月で 2007
年も終わりですね。一年過ぎるのが何と早いことで

しょう。今年のはじめに立てた目標を思い起こして

みると。。。聖書通読…×ほとんど読み終われません

でした。一日のうちで静まることの出来る時を探し、

神様と交わりの時をもつ…今年もあと4ヶ月という

ときに、ようやく一定時間に続けることができるよ

うになりました。5分、10分の短い時間ですが、朝

一番にお祈りして聖書を読む。息子が起きる前か、

起きても「ママの聖書」と言って持ってきてくれた

りいい子で待っていてくれて感謝！息子と一緒に

“子どもの聖書”を読み、一日の感謝を思い起こす

…子どもが夜寝る前に聖書を読む。これはほとんど

毎日続けることができました。そしてもう3回通読

終わりました！！子ども聖書は新旧合わせてもとっ

てもとっても短いので…。感謝に関しては、はじめ

は3人でそれぞれ一日を思い起こして感謝すること

をあげていたのですが、いつの間にか息子のだけに

なってしまいました。「今日は○○ちゃんと一緒に

遊んで楽しかったね。～おいしかったね。神さまに

ありがとうしよう！」等という語りかけから、「今日

は神さまに何をありがとうする？」に変わり、「○○

ちゃん、（おじちゃん、先生などその日に会った人の

名を言う）ボール（で遊んだ！）」との答えが返って

きます。小さいので、まだ全部分かってないとは思

いますが、来年も続けていき、イエス様を愛し、感

謝する子どもに育って欲しいと願います。礼拝に遅

刻しない…最初はがんばっていたのですが・・・来

年は遅刻しないようお祈りしてがんばります。今年

は英語をがんばる…×全くでした。せめて英語のテ

レビを見て耳を慣らそうと思ってもついつい誘惑に

負け、子どもが寝たあと日本のドラマを見てしまっ

たり。韓国ドラマにもはまってしまったり。ろばっ

この間でもドラマの貸し借りが行き来し、子どもの

寝た後の楽しみとして、かなりみんなはまってしま

っています！！英語・・・自分の努力次第ですが、

何かいい上達方法があったら教えてください！ 

＊息子が10月末で2歳になりました。この2年間はあ

っという間でした。妊娠中のこと、出産の時のこと、

出産後から今までの間を思い起こしました。結婚し

て5年目で子どもが与えられ、家での水中出産とい

うこともあり、特に皆さんの心配とお祈りと手助け

があったと思います。あんなに大勢の人に囲まれて

出生する赤ちゃんは、そうそういないのでは？改め

て数えてみると、生まれた日に15人の人に会ってい

たのです。ここまで神さまに守られたことや、皆さ

んのお祈りと手助けに改めて心から感謝します。Ｔ

ｅｒｒｉｂｌｅ２に突入しました。もうすでにその

気があるかもしれません。しつけに関して、「もっと

こうしたほうがいいんじゃない？」とのお察しがあ



 

 

りましたらどうぞ遠慮なく教えてください。 

＊ずっとアパート暮らしでしたが、今年の夏に家が与

えられたこと感謝です。買ってから気がついたので

すが、大きな桜の木が3本あるので、春には花見が

できるなぁと、とても楽しみです。10月に両親が3

週間滞在し、数ヶ月前にリタイアした父が、かなり

がんばって、畑作り、花壇作りをしてくれました。

リタイアしたらやりたいことの一つに、畑作りと思

ってたようです。まさか娘のいるアトランタでする

とは思っていなかったようですが。。。私たちも、畑

で何を育てようか、花壇に何を植えようかと、夢が

広がります。 

＊同時に主人は仕事をやめることになりました。はじ

めに聞いたときは、神さまの御心かどうか分からな

かったので心配しましたが、時だったと信じ、未だ

に新しい場所は見つかりませんが平安の中で過ごせ

ること、必要が満たされていることに感謝していま

す。ぎりぎりの生活をしていると、不思議な方法で

必要が満たされたりと、神さまが養ってくださるこ

とを肌で感じています。これから主人の仕事場がど

んな所が与えられるか楽しみです。           

（山 本 美 紀）  

 

レイラニちゃんと一緒に日本に行ってみおられる未

華子さんへ。お元気でしょうか？私達編集係みんな

元気にしています。貴女がお留守なのでちょっと心

細かったですが、何とか力を合せてここまで漕ぎ着

けました。今月は多くの方々が投稿して下さいまし

たので助かりました。本当に感謝しています。どう

ぞ御実家で楽しい時をお過ごしになって早く戻って

きて下さい。お祈りしています。（留守番３人） 

 

  

 

 

 主に感謝して、御名を呼び求めよ。 

そのみわざを国々の民の中に知

らせよ。主に歌え。主にほめ歌を

歌え。そのすべての奇しいみわざ

に思いを潜めよ。（詩篇 １０５：１－２） 

          


